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ます。いずれも構造式から判断する必要があるため、定義や用語の理解に加え、
それを構造式に適用する力が求められます。
　まずは基礎事項、立体化学、酸塩基の理解、次いで、化学反応においては、
各主生成物を与える経緯なども把握できるようにしましょう。また、近年増加
傾向の糖やアミノ酸などの「生体成分の構造と性質、関連する生体反応」「医
薬品の化学」も、構造を見て判断できるよう既出問題を中心に復習しましょう。
最後に、「局方生薬」｢生合成経路｣ も忘れずに！「代表的な漢方処方」も確認
しましょう。

　生物

　生物は、既出問題レベルの基本的内容から、構造や図などの応用力を必要と
する問題まで幅広く出題されています。また、頻出範囲から満遍なく出題され
る傾向にあるため、広範囲をバランス良く学修する必要があります。そのため、
既出問題の正誤を答えられるだけでなく、その問題に対する周辺知識なども把
握するように意識しましょう。
　各範囲としては、機能形態学は「他科目につながる臓器や組織の機能」、生
化学・分子生物学は「各栄養素や核酸の構造と代謝」、免疫学は「各免疫担当
細胞の機能」、微生物学は「細菌・ウイルスの特徴」が特に重要ですので、全
体像を意識しながら学修を進めていきましょう。

　衛生

　衛生では出題頻度が高い次の範囲は必ず見直してください。「人口統計」の
死亡原因はグラフ・表での出題が多いため、年次推移の理由を理解しましょう。

「予防接種」はワクチンの分類（弱毒生、不活化、トキソイド）と接種方法（皮
下、筋肉内、経皮）を確認してください。「感染症」は母子感染、性感染症を
確認しましょう。
　「ビタミン」「食品添加物」は構造式での出題が多いため、構造式を見て物質
名、機能（用途）が分かるように、「発がん物質の代謝的活性化」は特に既出
問題の類似が多いため、既出問題を説明できるように学修しましょう。「水環境」
では水道水質試験法の原理、活性汚泥を用いた下水処理の原理を簡潔に説明で
きるようにしておきましょう。

　薬理

　薬理では、例年出題基準から満遍なく出題されています。また、理論では病
態・薬物治療との連問も出題されており、薬理と病態・薬物治療を合わせて考
える力が求められています。これらに対応するには、まず、薬理の基本事項で
ある薬物名、作用機序、薬理作用を繋げて暗記・理解していきましょう。特に
既出問題に出題されている薬物は、繰り返し出題される可能性が高い重要な薬
物であるため、既出問題に基づいた学修が必要です。
　近年の国試では、特に実践問題において検査値や症状から患者の状態を考察
し、患者に合わせた薬物治療を提案する力が求められます。これらは、薬理と
病態を広く学修することで正答を導けるようになるため、偏りがない学修計画
をしっかりと立てていきましょう。

　薬剤

　薬剤は、既出問題の知識を中心とした出題ですが、グラフや図の読解が必要

となる内容が多数出題される可能性が高いです。また、必須・理論を中心に計
算問題が５～７題ほど出題されるとともに、実践では添付文書の情報から考察
する出題や、具体的な製剤の特徴を問う内容が出題されます。
　薬物動態学は吸収・分布・代謝・排泄（ＡＤＭＥ）、薬物速度論について偏
りなく出題されます。特にトランスポーターや遺伝的多型、投与計画を含めた
ＴＤＭが頻出です。物理薬剤学は物質の溶解や分散系など図や表を読み取る内
容が頻出です。製剤学は剤形や容器の規定に関する局方の内容に加え、ＤＤＳ

（放出制御、ターゲティング）が頻出です。

　病態・薬物治療

　本領域は、「病態・薬物治療」と「情報・検定」の二つの範囲から出題され
ます。病態・薬物治療は、現場で対応する一般的な疾患からの出題が多く、既
出問題の実施によりある程度の知識を習得することが可能です。また、昨年度
より、遺伝子治療・検査、漢方に関する出題基準が追加されました。これらの
新規範囲に関しては、基礎薬学で学修する生物や生薬の内容を軸に医療と関係
する部分を再確認することが重要です。
　情報・検定は、やや難易度は高いですが、内容としては一般的な医薬品情報
源や検定手法に関して問う問題が多く、よく出題される範囲を中心に、既出問
題を理解しながら学修を進めましょう。

　法規・制度・倫理

　従来の倫理・コミュニケーションの範囲がプロフェッショナリズムとして拡
大されたのは前回（106回）からですが、受験者間で差が生じやすい問題は法
規・制度の範囲に目立ちます。法規・制度については、既出問題の内容を理解
していることで得点できる設問が多いので、特に次の範囲の既出問題を中心に
確認しておきましょう。具体的には、①薬剤師法②医療法③医薬品医療機器等
法④麻薬及び向精神薬取締法⑤毒物及び劇物取締法⑥薬害と健康被害救済制度
⑦医療保険制度⑧介護保険制度⑨治験⑩承認後の制度（再審査・再評価、副作
用等報告）⑪薬剤経済（国民医療費）――の領域です。
　なお、③については2021年度から施行された改正内容も多くありますが、
基本的には施行から１年以内は出題がないため、改正内容よりも基本的な内容
を重視しましょう。

　実務

　実務は、出題数が95問と多い領域です。出題が見込まれる次の範囲を目安
に再確認し、実務で得点を伸ばしましょう。「計算（散剤、消毒薬、m E q等）」
では、実務の計算は平均４～５問出題されます。既出問題を反復練習しましょ
う。
　「チーム医療」では、緩和ケアチーム（ＰＣＴ）は必須から実践まで幅広く
出題されています。褥瘡対策チーム（ＰＵＴ） は実務、治療の２科目で出題の
可能性があり、難易度の高くない問題が多いため、最終確認を怠らないように
しましょう。「医薬品関連（副作用、相互作用等）」では、副作用の初期症状や
抗悪性腫瘍薬の副作用の処置などを確認しましょう。相互作用は実務や薬剤で
必須から実践まで幅広く出題される重要範囲です。「管理（麻薬の廃棄、血液
製剤の管理等）」は実務、法規の２科目に関係します。両科目のポイントをお
さえましょう。
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